



















のスピンハ ミル トニアン くS=1)でよく記述される :










特にその磁気励起 (マグノン)を DCEFAに基づいて研究 した｡低温で観測 されてい





第二 に､J2=0すなわち純粋に一次元でかつ JlくDの系 (ハルチ ン系 )についてそ
の磁気励起を DCEFAに基づいて研究 した｡T=GKでのマグノン分散におけるギャッ
プを D/Jl の関数 として調べた結果､Dの減少とともに単調に減少 し D=0ではギャ
ップも零になった｡Dの大 きいところでのギャップは数値計算で得 られた結果 とよく
一致するが ､Dが小さいとごろでの不一致は大である｡厳密な数値計算の結果によれ
ば Dニ0でもギャップが存在 している (ハルチ ンギャップ )｡従 って､一次元等方的
な系においては DCEFAによる取扱いは不十分であると言える｡次に､ハルデン系に
T:0Kで故喝をかけた場合を DCEFAで調べ次の結果を得た｡磁場が Z方向に垂直の
場合には磁化は磁場の強さとともに単調に増加する｡磁喝が Z方向の場合には､最初､
磁化は零であり､ある臨界磁場で単調に増加 し始め､さらに高い臨界磁場で飽和する｡
最後に､DCEFAの改良を目的として PairDynamicalCorrelated-Effective-Field
近似の定式化を行なった｡
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